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木質 内装住 宅 の湿度調節*




MeasurementsWeremadeortherelativehumidity 〃(r)and temperature r in
closedboxesaldaprefabricatedwooden houselined with diHerentcombinationsof
plywoodandvinylfilm orgalvanized steel. The logarithm of'relativehumidity loglO
〃(r)wasalinearfunctionortemperature r and the extentorhumidity conditions


















* 第35回日本木材学会大会 (1985年4月,東京)および住宅気候談話会 (1985年6月,京都)において発
表した｡
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Fig.2.実験箱A内の T,H(T)および log川h(T)の経時変化
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の場合の相対湿度日較差を予測するノモグラフを作成した｡
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Fig.3.実験箱B内の T,H(T)お よび loglOh(T)の経時変化
(●:∂1-0, × :0.3,○:1)
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3. 結 果 と 考 察
数 log10h(T)の経時変化を示す｡図中,◎印は合板内装面積率 lc51-0,×印は ,～I-0.01,○恥は ∂1-1の
結果を示す｡ ∂ 1-0.すなわち,全内面を亜鉛鉄板で内裳した場合,内装面からの吸放湿がほとんどないた
対湿度較差 』〃 は約36% RH となる｡ しか し, 内面のわずか 1%に厚さ 5mm の合板を内装した実験箱
では,相対湿度較差は約15% RH とな り,温度変動時に合板壁面からの吸放湿が認められる｡全内面に合
板を内装 した実験箱の場合,合板からの吸放湿量が大きいため,箱内の相対湿度はほとんど変化しないが,
わずかながら温度上昇時に相対湿度の上昇が,温度降下時に相対湿度の降下が見られる｡
Fig.3に,実験箱 B(0･06m3)における T,I1(T),loglOh(T)の経時変化を示す｡図中,⑳印は ij1-
0,×印は ∂1-0.3,○印は ∂1-1の結果を示す｡実験箱Aの場合と同様に,合板内装面積率が増加すると,
相対湿度較差は減少する｡
Fig.4に,実験箱C(0･46m3)における T,〟(T),loglOh(T)の経時変化を示す｡ 国中,⑳印は ,うL
-0,×l帥ま∂1-0.3,OFHは ∂1-1の結果を示す｡実験箱A, liの場合と同様の結果が見られる｡
Fig.5に供試住宅 (27.1m3) におけるT,H(T),loglOh(T)の経時変化を示す｡ 図中,◎帥 ま, ,,1-
0.2,×印は ∂1-0,54,○印は ∂1-0.89の結果を示す｡実験箱と同様の結果が見られる｡
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なる｡












ある空間の合板内装面積率 (31がわか り,さらに,渦度 日較差 AT および 臣Ii･均相対湿度 H(To)が既
知の粧 湿度日較差 ALIが Fig.ll(b)に示すノモグラフによって予測できる｡ このノモグラフは,AT
が 10oC,〟(ro)が60% RH を基準にとってある｡
例えば,∂1-0.3でVが 10m3 の密閉空間では,Fig.ll(a)から,BxlO4--100となる｡AT-10oC,
H(T｡)-60% RH の時,Fig.ll(b)において,困 ×104-100の所を水平移動し,AH 軸の目盛を読め
ば,AH として約13% RH の値が求められる｡AT-5oC,H(To)-40% RH の場合,まず,困 ×104が
100の所を AT が 10oC の所まで水平移動し,その点から斜上に向かう線に沿って AT が 5oC となる所ま
で移動する｡次に,H(To)が60% RH の所まで水平移動し,その点から斜上に向かう線に沿って H(To)
が4()% RH となる所まで移動し, そこから水平に移動して AH 軸の目盛を読めば AH として約4.7%
RH の値が求められる｡
-一万,逆に, Vが 40m3の空間において,AT-loo°,〟(To)-60% RH の時,AH を約5%に抑え
たい場合,Fig.日 (b)のノモグラフのAII軸で5%の所を水iFFこ左に移動し,iBExlO4軸の値を読むと37
となり,Fig.ll(a)から ∂lが約0･5と求められ, この場合,全内面の約半分を合板で内装すればよい｡
また,AT-5oC,Il(T｡)-40% RH の場合,空間内の AIlを約5%に抑えるには,Fig･ll(I))の AF/
軸で5%の所を 〃(r｡)が40% RH の所まで左に移動し,その点から斜めの線に沿 って 〃(ro)が60%
RH の所まで移動する｡次に,その点から,ATが 5oC の所まで左に移動 し,その点から斜めの線に沿っ











また,本研究は文部省科学研究費補助金 (総合研究A ｢木材の居住性_巨課題番号 59360020:代表者 京
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